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［目的］黄体機能不全 は妊娠 の 成立，維持に 障害

を来た し，不妊症，不育症の
一因 とな る．今回我々

は ， 不育症に お ける黄体機能不 全症に 対 し ，
プ ロ

ゲ ス テ ロ ン （P）剤 の 経腟投与法を試み ， 基礎的、臨

床的検討を行な っ た．［方法コ種 々 の 徐放化基剤 を

用 い た P 腟坐剤を作成し， In　vitro では経時的に溶

出され るP量を測定 し，In　vivo で は 日本 白色家兎に

坐剤を投与 し，経時的に血中P値の推移を検討 した．

一方 ， 当科不育症外来通院患者 170例の うち
， 黄体

機能不全症と診断された 16症例に対 し， 徐放化基剤

を用 い たP50  含有腟坐剤を黄体期に 連 日投与 し経

時的P値の測定を行な い，またP25  連日筋注投与法

との比較検討を行な っ た，匚成續コ放出パ タ
ー

ン の

異な る徐放性基 剤 の 溶出実験な らび に家兎投与実

験で は，ウ イ テ ッ プゾル W−35一エ チ レ ン酢酸 ビ ニ
ー

ル 共重合樹脂配合剤をもちい たP坐剤が最も優れ た

2相性放出パ タ
ーン を呈 し， 最高血漿中濃度 （Cmax）：

234．0± 17．Ong／m1 ，薬物時聞曲線下 濃度 （AUCD−24）

は2509±565ng・hr／m1 で あ っ た．一
方 ，

　P剤投与を受

けた黄体機能不全患者に お い て は
， 黄体期中期の

P平均値は対照周期 （6．7± 1．2ng／ml ）に対 しP50mg坐

剤連 日投与周期 で は 11．2± 2．7ng／m1 と有意 に （Pく

O．　OOI）上昇 し，　 P25  筋注連 日投与周期9．3± 1．9ng

／m1 に比 して も高値で あり， 基礎体温曲線等か らも

黄体機能 の 改善が示された．また ，
こ れ らの 症例

中3例で は妊娠維持成功に至 っ て い る．［結論］黄体

機能不全症に対 し新 たな ド ラ ッ ク デ リバ リ
ーシ ス

テ ム と して 開発 した 徐放性 プ V ゲ ス テ ロ ン 腔坐剤

に よる治 療 は自己投与が 可能で あ り ， 黄体機能補

充療法 と して 臨床効果 の 点か らも有用で あ る こ と

が示 され た 。

〔目的〕我 々 は，着床期子 宮内膜 の 評 価 を，子 宮

鏡に よ る腺開 口 所見 と ， 血 管 パ タ ーン に 基 づ き行

っ て い る 。 今回， こ の 子宮鏡所 見 と 子 宮内膜厚，

排 卵期最大卵胞 径，血中 E2 値，　 P 値 と の 関連 を分

析 した 。 　〔方 法〕 対 象 は不 妊症 患 者 26例 で ， 平均

年 齢は 35．8 ± 4．8 歳，平 均不 妊 期問 は 5．8 ± 3．4年

で あ る 。 経 腟 的 超音 波 断層 法 に て 月経
一

周期 間 の

子宮 内膜 厚及 び ， 排卵期最 大卵胞径を測定 し ， 同

時 に 血中 E2 値，　 P 値を EIA 法 に て 測 定 し た 。 子宮

鏡検 査 は，高 温 相 の 6 〜 9 日 目 に 実施 した 。 そ の

判定は ， 腺開 口所見を点状 ， 斑状 ， リ ン グ状 ， 消

失 の 4 つ ，血管 パ タ
ー

ン を 1，∬，皿型 の 3 っ に 分

類 し て 行 い
， 腺 開 口 所見が リン グ状で ， 曲管パ タ ー

ン が 皿〜匝 型 を子宮鏡 所見良好群，そ の 他 を不良

群 と した 。 　 〔結 果 〕 子宮 鏡 所 見良 好群 9 例 で は，

排卵期に お け る最大卵胞径 ， 子宮内膜厚及び ， E ，値 ，

黄体中期 の P 値 は ，各々 平均で 18．5 士 2．3m ，8．7土

2．2  ，315．2± 114．6pg／ml ，12．5± 6．Ong／ml で あ

り ， 不 良群 18例 で は ， 17，5± 3．8  
， 9．3± 2．4　mm

，

217．3± 94．2pg ／ml，16．2士 8．8ng ／ml で ，両者の 間

で E ， 値 に 有意 差 が あ り，良 好群 で 卵胞 径 が大 き い

傾 向 が あ っ た 。子 宮鏡 不 良 群 に つ い て ，更 に 検討

す る と ， 排卵期最大卵胞径が 16・mm 未満が 4 例 ， 黄

体 中期 P 値 が 10ng ／ ml 未 満 が 2 例 で あ っ た 。 残 り

ユ2例 中 ， 最大卵 胞 径 ，血 中 P 値 に 問題 が な い に も

か か わ らず ， 排卵期子宮内膜厚が 8   未 満と薄 い

例 が 3 例，月経 3 な い し 4 日 目の 内膜厚 が 5   以

上 と厚 い 例 が 6 例 あ っ た 。 　 〔結 論 〕着 床 期子 宮 内

膜 に影響する 因子 に は ， 卵 胞発 育 不全 ， 黄体 期

progesterone 低値以 外に ， 子宮内 膜発 育不全 や ，

月 経 時内 膜遺 残が あ る こ とが 示唆 された 。
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